


















第 5 6 6 8 号(
昭和57 年 3 月 25 日
工学研究科原子力工学専攻







































また疲労挙動の劣化は静的強度の劣化以上になる場合がある。 A -15型化合物超電材導のT cは 1018
n/cm2の照射から急激に劣化しはじめ， JJ応力との相乗効果庁のあること，また500 0C以上の昇温を
しなければ回復しないことを見出している。
以上のように本論文は超電導工学のみならず放射線材料学的にも重要な構成材である有機絶縁材料
についてその極低温における機械的性質に関し多くの新しい知見を得ており，核融合工学に貢献する
ところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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